
令和６年度事業計画 

 

  本会定款第 3条の目的を達成するため第 4条にかかる諸事業について実施する。 

１．基 本 方 針 

  畜産の振興、公衆衛生の向上等を通じた安全な食の生産確保、小動物診療を通じた動物愛護・保護

精神の涵養等を図りながら、人と動物の共生できるような社会環境を創造すること。併せて、獣医学

術の普及を図るとともに獣医師の社会的地位の向上に努めることとする。 

 

２．主な実施事業等 

産業動物における家畜防疫体制の維持強化活動に加え、「岡山県における獣医療を提供する体制の

整備を図るための計画」に沿った活動の外、家庭用飼育動物による日常の県民生活の向上を支援する

活動等を会員獣医師は高度専門職業人として以下の事業を実施していくこととする。 

公益目的事業 Ⅰ 

《人と動物の共生する社会環境の健全な発展を目的とする事業》 

  本事業は、動物愛護普及啓発等の「動物の適正な飼育管理及び保護活動事業」や「公衆衛生の向上

に関する事業（狂犬病予防業務）」を通じて、岡山県における人と動物の共生する社会環境の健全な

発展に寄与する事業である。 

 

（１）動物の適正な飼育管理及び保護活動事業 

  １）動物愛護普及啓発事業 

    ・内 容：動物愛護精神の普及啓発を目的として、一般市民、身体障害者等を対象に動物愛護

普及啓発事業を実施する。 

    ・対象者：一般市民、身体障害者等 

①  動物愛護フェスティバルの開催等 

動物の愛護及び管理に関する法律に規定する「動物愛護週間（９月２０日～２６日）」協賛行

事として県の支部単位において動物写真コンテスト、パネル展示、動物なんでも相談、動物無料

健康相談、犬のしつけ方教室、盲導犬・警察犬の模範演技等を内容とした動物愛護フェスティバ

ルの開催等を行う。 

併せて、動物愛護ポスターを作成し、動物病院待合室等へ掲示を行うほか、岡山県動物愛護

センターと(公財)岡山県動物愛護財団が主催して行う「岡山県動物愛護フェスティバル」への会

員の派遣を行う。 

②  動物愛護募金による助成事業 

動物病院内設置の動物愛護募金箱への寄付金・その他寄付金をもとに基金を設け、身体障害者

補助犬（盲導犬）の導入経費、岡山県盲導犬友の会活動経費、盲導犬等飼育者へのフィラリア症

予防薬購入経費、災害に備え災害時に派遣する動物医療チーム（以下、岡山VMAT）の育成・組

織化、災害時の動物愛護の観点から行う岡山VMATの派遣や動物病院での診療・治療費等への

助成を行う。 

あわせて、各地方自治体が「動物の愛護及び管理に関する法律」に基づき犬等の殺処分を減ら



す活動への協力を行う。 

「動物愛護事業推進に関する連携協定」（岡山市及び公益社団法人岡山青年会議所） 

   ③ 地域猫活動等の推進 

     岡山県、岡山市、倉敷市が、飼い主のいない猫に対して実施する地域猫活動等にホームページ

への掲載などにより協力する。 

 

２）負傷動物診療措置業務（岡山県、岡山市からの委託事業） 

    動物愛護の観点から、公共の場所で発見された所有者不明の負傷動物への措置を迅速に行うこ

とを目的としている。 

   岡山県及び岡山市では、道路、公園、広場、その他の公共の場所で発見された所有者不明の負

傷動物（犬、ねこ、いえうさぎ、ニワトリ又はアヒル）の治療等の事業を実施しており、当会は

岡山県及び岡山市と締結する「負傷動物診療措置業務委託契約書」に基づき、協力獣医師の選

任、業務報告書の取りまとめ及び委託元への報告、協力獣医師への措置費の支払業務を行う。 

 

３）災害時の動物救援活動事業（岡山県との協定に基づく事業） 

発生が危惧される東南海・南海地震等の大規模災害発生時において、動物愛護精神に基づき県

内等被災地の飼育動物飼主を支援することを目的として、岡山県動物救護本部と連携して岡山

VMATの派遣など動物救護活動を実施する。 

「災害時の動物救援活動に関する協定書」 

「岡山県災害時公衆衛生活動への協力に関する協定」（いずれも岡山県） 

    また、動物の愛護及び管理に関する法律の円滑な施行及び南海トラフ地震などの災害に備え、

被災時の保護動物の適正管理さらには飼育者への復帰容易化のため、会員獣医師による愛玩動物

等へのマイクロチップ（以下、MC）の装着と登録を推進する。推進の一環として、ホームページ

掲載やMC装着・登録した犬猫の定期健診の啓発など実施する。 

 

４）学校飼育動物サポート事業（岡山県獣医師会単独事業） 

    岡山県教育庁の協力の下、児童・園児の「生命を大切にする心」を育むことを目的とし、小学

校、幼稚園、保育園（校・園）等を対象として、サポート指導員の派遣・学校動物飼育に関する研

修会を開催する。 

    また、岡山県教育庁の実施する「心と命のサポート事業」（出前事業）に協力し、サポート指導

員を講師として派遣する。 

    ・サポート指導員の派遣等：県下の２０校・園にサポート指導員（当法人会員獣医師）を紹介

して当該サポート指導員を派遣し、学校飼育動物の飼育管理指導・簡易な治療措置などを行

う。     （訪問回数：年２回／校・園） 

    ・県下の校・園を対象として、学校飼育動物が死亡した場合の火葬処理支援。 

     ・研修会の開催：県下の校・園の教職員、市民、サポート指導員等を対象として、講演会を開

催する。 



        開催期日   令和６年９月１５日（日）１０：００～１２：００ 

        開催場所   岡山コンベンションセンター レセプションホール 

        演  題   西東京市における地域学校協働活動による学校教育の取組（仮題） 

        講  師   日本獣医師会学校動物飼育支援対策検討委員会委員 中川清志 先生 

     ・モルモットの教室内飼育を推進するため、モルモットをホスティング（貸出し）した後、譲

渡するモルモット飼育モデル事業を実施し、効果を検証する。（モルモット及び資材；２セ

ット） 

 

（２）公衆衛生の向上に関する事業 

畜産食品をはじめとする県民の食の安全性の確保に加え、人の感染症発生防止対策等県民の健康

を守るための活動を高度専門職業人たる獣医師として公衆衛生関連事業を実施していく。 

（狂犬病予防業務） 

    ・内 容：人と動物の共通感染症である狂犬病の発生を予防することを目的として県下市町村を

対象として狂犬病予防業務を実施する。 

・対象者：県下全市町村 

１）専任獣医師の派遣等 

    各市町村と締結する協定に基づき、毎年４月～６月の狂犬病予防注射月間において、市町村が

実施する狂犬病予防注射計画の策定に加わるほか、市町村が定めた集合注射場所に専任獣医師を

派遣し狂犬病予防注射を行う。 

    岡山市においては、別途締結する業務契約に基づき、集合注射の実施場所への専任獣医師、事

務補助員の派遣と狂犬病予防注射を行うとともに、鑑札・注射済票の交付代行に併せ、登録手数

料・注射済票交付手数料の徴収と岡山市への収納事務を行う。個別注射においては、鑑札・注射

済票の交付代行とともに登録手数料・注射済票交付手数料の岡山市への収納事務を行う。 

また、個別注射の市町村越境実施分を飼主所在市町村毎に集計し、当該市町村に通知する。 

２）予防注射事故発生時の対応 

    狂犬病予防注射実施後４８時間以内に生じた犬の事故（死亡を含む）、犬の保定者、専任獣医

師等に傷害が生じた注射事故の場合、事故原因の調査及び事故防止対策を行うほか、飼主への見

舞金、専任獣医師への治療費等の交付を行う。 

「狂犬病予防注射事故防止対策委員会」により、事故原因の調査及び事故防止対策を行う。 

また、死亡事故の原因究明のため、所有者の了解が得られた場合は病理解剖を行う。 

３）予防注射料金の免除 

    警察犬及び盲導犬等については、市民生活の福祉向上に寄与するとの考えから、警察犬及び盲

導犬等の所有者への狂犬病予防注射料金を免除する。その際、接種した注射料金は、専任獣医師

へ当会が負担する。 

 

公益目的事業 Ⅱ 

《学術普及向上事業》 

  本事業は、岡山県獣医三学会をはじめ各種分野別講習会等の開催と獣医師の参加奨励を通じて、岡



山県における獣医師が関わる各職域分野における獣医学術の発展、向上が図られ、岡山県の畜水産業

の振興、安全・安心な畜水産物の提供、公衆衛生上の安全・安心の担保、小動物領域での家庭飼育動

物の健康保持等の確保に寄与する事業である。  

 

（１）学会、講習会、研修会等の開催事業 

   獣医師の獣医学術及び獣医技術の向上を図るため、各種学会、講習会、研修会等を開催する。 

また、他の団体等が主催する学会にも積極的に参加し技術の習得に努め、動物への適切な獣医療

技術を提供し、動物の愛護、福祉の向上に寄与していく。学会においては、学会審査として優秀研

究発表者等の選考を行う。 

以下の通り、各分野別講習会・研修会を行うこととする。  

１）令和６年度（第５７回）岡山県獣医三学会 

 （産業動物獣医学会・獣医公衆衛生学会） 

     開催期日 令和６年８月２日（金） 

     開催場所 岡山県農業共済会館 

（小動物獣医学会） 

開催期日 令和６年８月４日（日） 

     開催場所 岡山コンベンションセンター レセプションホール  

 ２）専門分野別講習会・研修会の開催及び参加 

 ① 産業動物部門 

〇産業動物臨床講習会（中国地区）…主催  (公社)日本獣医師会、 担当  (公社)広島県獣医師会 

開催時期、開催場所未定 

② 小動物部門 

〇小動物講習会（中国地区）… 主催 中国地区獣医師会連合会、 担当  (公社)山口県獣医師会 

開催時期、開催場所未定 

〇小動物講習会（第 1回）… 主催  (公社)岡山県獣医師会 

  開催日時  令和６年８月２５日（日） 

  開催場所  岡山国際交流センター 地下 1階レセプションホール 

  演  題  ～クレーム相談～ 見えるクレームの傾向と対策 

  講  師  弁護士法人 フラクタル法律事務所 田村先生 

〇小動物講習会（第 2回）… 主催  (公社)岡山県獣医師会 

  開催時期、開催場所未定 

③ 獣医公衆衛生部門 

〇獣医公衆衛生講習会（中国地区）…主催  (公社)日本獣医師会、 担当  (公社)鳥取県獣医師会 

    〇獣医公衆衛生講習会… 主催  (公社)岡山県獣医師会 

     いずれも開催時期、開催場所未定 

④ ワンヘルス講習会… 主催  (公社)岡山県獣医師会 

開催日時  令和６年９月１５日（日）１３：００～１５：００ 



  開催場所  岡山コンベンションセンター レセプションホール 

 ＜講 演＞ 

  演  題  地域在宅高齢者におけるペットがもたらす健康効果～健康寿命延長～ 

  講  師  国立環境研究所主任研究員  谷口 優  先生 

    ＜シンポジウム＞ 

     進  行  日本獣医師会学校動物飼育支援対策検討委員会委員 

西東京市 市議会議員    中川 清志 先生 

 

（２）学会参加登録料等の助成事業 

    獣医師の獣医学及び学術向上を図るため、(公社)日本獣医師会・中国地区獣医師会連合会主催の

各種学会、講習会、研修会等への参加奨励を行うとともに、学会発表獣医師への参加登録料と旅費

の助成を行う。 

① 令和６年度獣医学術中国地区学会（島根） 

主  催  （公社）島根県獣医師会 

開催期日   令和６年１０月１９日(土)～１０月２０日(日) 

開催場所   松江テルサ 

② 令和６年度日本獣医師会獣医学術学会年次大会 

主  催    (公社)日本獣医師会 

開催期日   令和７年１月２４日(金)～１月２６日(日) 

開催場所   仙台国際センター 

 

そ の 他 事 業 

１．収益事業 

（１）事務所・土地等賃貸事業 

岡山県獣医師会館の敷地内の土地及び建物等の一部を(一社)岡山県配合飼料価格安定基金協会及

び岡山県獣医畜産株式会社等に対して、有償貸付を行う。 

 （貸付内容） 

 １）事務所：３４．１５㎡  (一社)岡山県配合飼料価格安定基金協会 

 

２．広報・普及活動 

（１）獣医事諸問題への対応 

    獣医事に係る要望、要請活動 

（２）広報・普及活動 

（３）ホームページの更新、充実 

（４）会員名簿の定期発行 

（５）会員異動処理事務 

（６）会員の慶弔 


